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財団法人 日 本 植物調節剤研究協会 竹

は じ め に

水田 に使用 さ れ る 除草剤 の使用面積 は， (財) 日 本 植物
調節剤研究協会 (以下， 植調協会) 調べ で1993 年度 377
万 ha であ り ， こ の う ち 粒剤 は 8 0%， ま た 水稲の栽培期間
中本田 に 使用 さ れ る 除草剤 は約 35 0万 ha で， こ の う ち
粒剤 は 86% を 占め， 乳剤 8%， 液剤 4%， 水和剤 ・ 水溶
剤合わせ て 0. 6% そ し て新 し い剤型 であ る フ ロ ア プル剤
が1% と 計算 さ れ， 水稲用 除草剤の大 部分 は粒剤 が使用
さ れて い る 状況 に あ る ( (財) 日 本 植物調節剤研究協会，
1993) 。

こ の粒剤化 の 開発 は 1955 年 ごろ の M CP の粒剤化 に
よ り 始ま り ， 水 に 希釈 し て 散布す る 必要の ない， 比較的
散布 が容易 なと こ ろ か ら ， 手散布 を 前提 と し て 開発 さ れ
た 3 kg 粒剤 は， 以来 今日 ま で水稲用 除草剤の主要 な剤型
と し て定着 し て使用 さ れて き た 。 水田 での 除草剤散布の
時期の 多 く は湛水条件下 であ り ， 粒剤 が均一 に 散布 さ れ
る こ と に よ っ て粒剤中 に 含 ま れ る 有効成分 は い っ た ん水
田水中 に溶 出さ れ， そ し て 徐々 に 土壌表層 に 吸着 さ れて
いわ ゆ る 処理層 を形成す る こ と に なる 。 し た がっ て 図面
水 が有効成分の 拡散 に 大 き な働 き を促す こ と に よ っ て 除
草剤の粒剤化 を 可能 と し ， た と え 多少不均一 な散布状態
と なっ た場合 であ っ て も ， 水 回全面 に 対 し て 十分 な除草
効果 が発揮 でき る 結果 を も た ら し て い る 。

現在， 除草剤の散布方法 は背負式動力散粒機 に よ る 多
口 ホ ー ス 噴頭や， 単管， 拡散噴頭の利用 や手回 し ま た は
電動の散粒 器を 用 い た粒剤散布 が一般的 であ り ， こ の散
布方法 は水田の経営面積 と 関係 し て い る と 思わ れ る 。 す
なわ ち 動力散粒機 に よ る 散布 時聞 は 1 人 の 散布作業 で

1 0  a 当 た り 2�3 分 で済み， 作業効率 の よ さ か ら 寒地 ・
寒冷地の比較的経営規模の大 き い 農家 で動力散粒機の利
用 が高 く ， 一方， 手回 し 散粒 器に よ る 水 田 内 を 歩行 し て
の散布 は ， 1 0  a 当 た り 約 6 分の時間 を 要 し散布効率 と し
て は低い も の の ， 手散布 に代わ る 方法 と し て 高価 で重た
い道具 を 必要 と し な い簡易 さ が利点 であ り ， 温暖地以西
の比較的経営規模の 小さ な農家 を 中心 に利用 さ れて い る
と 考 え ら れ る ( (財) 日 本植物調節剤 研究協会， 1992) 。

こ の よ う に ， 機 器を利用 して の 除草剤散布が一般 に普
及 して い る 現状 に お い て ， い つ ま でも 手散布 を前提 と し
た 3 kg 粒剤 に 固執 し て い る 必要性が希 薄に なっ て き た
こ と が， 1 kg/1 0 a 粒剤開発の背景の一つ であ る 。

Development and feasibil ity of 1 kg→granule formulation of 
paddyrice herbicides. By Takafumi TAKESIIITA 
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図 - 1 地域別散布方法 (櫨調協会調べ， 1992) 

1 1 kg粒剤 と 開発の経緯

例え ば， 3 0  a の水田 に 背負式動力散粒機 を 用 い て粒剤
を散布す る 場合， 動力散粒機の 重量約 1 0kg に 3 0a 分の
粒剤 9 kg を加 え て ， 都合約 2 0kg の 重量 を 背負 い， 畦 畔
を あ る い は水田 内 を 歩行 し て 散布す る 作業 は男性 と い え
ど も 容易 な散布作業 では ない 。 動力散粒機本体の重量の
減量化 を望む 声も あ る が， 現存の性能 を 維持 し ながら の
散布機の減量 は難 し い 面 も あ り ， 薬 剤 を 1 kg/1 0 a と す
る こ と に よ っ て 3 0a で3 kg， 散布機の 重量 を 合わ せ て
も 約 13 kg に 軽量化す る こ と が可能 であ る 。 す なわ ち 粒
剤の 1 kg 化 は ， 散布労力 の軽減化 を第一の 目 的 と し た 製
剤の改良 であ る 。

3 kg 粒剤 が1 kg 粒剤 に なる こ と に よ っ て ， 重量， 体積
と も に 1/3 に なる 。 こ れ は 運搬 に 要す る 経費， 倉庫保管
費用 など， 流通 に かかわ る 経費 を 削減す る こ と が可能 と
なる こ と を意味す る 。 ま た 3 kg 剤 の 梱包形態 は ダ ン ボ ー

ル箱 1 箱当 た り 8 袋， 24 kg の 重量 と なっ て お り ， 運搬作
業上重た い と の苦情が寄せ ら れて い る と の 話も 聞い て い
る 。 ま た 製剤 に必要 と す る キ ャ リ ア ー も 自然界に 無尽蔵
と い う わ け では ない。 以上の よ う な問題 を 解決 し散布の
省力化 を 目 指 し て ， 199 0年 植調協会 に よ っ て 発 案・ 提 言
さ れた 剤型 が， 水田 除草剤 1 kg 粒剤 であ る 。 当 時 よ り 水
田 内 に 入 ら ず に散布作業 ができ ない か と の農家か ら の 要
望 も 高 ま り つ つ あ っ た こ と も あ り ， 新た な製剤の改良 を
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機会 と し て そ の点の工夫 に つ い て も 同時 に 提 案さ れた 。
直 ち に 多 く の 農薬関係会社 に よ り 1 kg 粒剤 の 試作 に

取 り 組 ま れ る と と も に ， (株) 丸山製作所， (株) 共立，
(株) 初 回工業の散布機関係会社 3 社 と の 聞 での共同研究
と し て 散布機， 散布噴頭の改良及び製剤技術の両面か ら
1 kg 粒剤の実 用化 に 向 け て の 試験が着手 さ れた 。

ま ず は 試作 さ れ た 1 kg 粒 剤 が均一 に 散布 さ れ る こ
と ， 3 0  a す なわ ち 3 0m 幅の水田 を 対象 と し て 畦畔か ら
の散布 を想定 し， 15 m ま で到達 でき る 粒剤の形状 と 散布
噴頭双方 に つ い て の試験 を繰 り 返 し， 両者 に よ る 協議 を
重ねた結果， 均一 に散布す る た め の喰頭の改良 は可能 と
し て も ， 粒剤 を 15 m に 到達 さ せ る に は， 粒 を大 き く し か
っ比重 を 大 き く す る こ と が必要 であ り ， あ る 範囲内の規
格 に す る こ と に よ っ て噴頭 に つ い て も そ の粒剤の規格 に
合わせ て 開発 さ れ る こ と と なっ た 。

1 kg 粒剤 に つ い て の 特別 な規格 は 定 め ら れて い ない
が， 以 上の よ う な経緯 も あ り 1 kg 粒剤 は 3 kg 粒剤 に 比
較 し て 一般 に粒が少 し大 き く 製剤 さ れて い る 。

3 kg 粒剤 の粒径 は 0. 8� 0. 9 mm 程度 であ る の に 対 し
て ， 1 kg 粒剤の粒径 は 1 . 0�1 . 5 mm の範囲 で製剤 さ れ
た も の の， 製剤の安定性 も 考 慮さ れた う え大多数 は粒径
1 . 2 mm の製剤 と なっ て い る 。 3 kg 粒剤 の 1 9 当 た り の
粒数 は 6 00�2 ， 4 00粒の範囲 に あ り ， 平均 1 ， 000粒前後 で
あ る 。 し た が っ て 平均的 な3 kg 粒剤 では 1 0cm 四 方 に

約 3 0粒が均一 に 散布 さ れ る 計算 と なる 。 こ れ に 対 し 1
kg 粒剤の場合， 1 g 当 た り の粒数 は 25 0�5 00粒 の 範 囲
に あ り ， 平均 4 00粒 程度 であ る 。 す なわ ち 1 0cm 四 方 に
4 粒前後が分布す る こ と に なり ， 3 kg 粒剤 の約 1/8 程度
の分布度 と なる 。 こ の分布割合 であ っ て も 除草効果 を安
定化 さ せ る た め に ， 水田水中 に お け る 有効成分の 拡散性
を よ り 高 め る こ と が必要 であ る 。 薬剤原体 を よ り 細か く
粉砕 し た り 界面活性剤の利 用など も 考 え ら れ る が， そ れ
ぞれの 1 kg 粒剤 の 製剤処方 に つ い て は 明 ら か に さ れ て
い な い。 含有 さ れ る 有効成分の性 質や特性 に 合わ せ た 工
夫が試 さ れて い る も の と 推察 さ れ る 。

基本的 に 1 kg 粒剤 は こ れ ま での 3 kg 粒剤 と 使 用に あ
た っ て 大 き く 変わ る こ と は ない 。 1 kg 粒剤 は 3 kg 粒剤
に比べ 1/3 の 量 であ る か ら ， 3 kg 粒剤の有効成分含有率
に対 し そ の 3 倍の成分含有率 と し て 製剤 さ れて い る 。 し
た が っ て 単位面積 当 た り の 有効成分量 は 3 kg 粒剤， 1 kg 
粒剤 と も に 同量が投入 さ れ る こ と に なる 。 植調協会 を 通
し て 全国の農業試験研究機関 で実施 さ れた こ れ ま での 多
く の 試験事 例か ら も ， 1 kg 粒剤 は 同薬剤の 3 kg 粒剤 と
同等の 除草効果が発揮 さ れて お り ， 処理時期や対象雑草
を 含 め 同様 に 使 用でき る こ と が実証 さ れ， 水稲 に対す る
影響 に つ い て も 特 に 差異が ない こ と が認 め ら れ て い る
( (財) 日 本植物調節剤研究協会， 1991 ) 。 し か し なが ら 1
kg 粒剤 は 1 粒 に 含有 さ れて い る 有効成分量が比較的多

表 ー 1 1 キ ロ 粒剤製剤規格 (物塑性の 目安) ( 1994) 

薬 剤 名

区 分 j
商品名 試験名

初期宵 1 : ソ ル ネ ッ ト 1 キ ロ 粒剤 : CG-1 13-1 kg 

1 : ア ク ト 1 キ ロ 粒剤 : NC-311 T-1 kg 

2 : ウ ル フ ェ ー ス 1 キ ロ 粒剤 75: KUH -883-1 kg 

: 3 : ウ ル フ ェ ー ス 1 キ ロ 粒剤 51 : KUH-883 ① 1 kg 

4 : ザー ク 1 キ ロ 粒剤 75 : DPX-84 T-1 kg 

: 5 : ザー ク D 1 キ ロ 粒剤 51 : DPX -84 TD Q;)-1 kg 

: 6 : ラ イ ザー 1 キ ロ 粒剤 20 : NC-311  CG-1 kg 

7 : ラ イ ザー1 キ ロ 粒剤 15 : NC-3 l 1  CG Q;)ー1 kg 

8 : ゴル ポ 1 キ ロ 粒剤 75 : DPX -84 CG-1  kg 
一発処理剤 l

: 9 : ゴJレ ボ 1 キ ロ 粒剤 51 : DPX-84 CG ⑤ー1 kg 

: 10 : コ ン ト ラ ク ト 1 キ ロ 粒剤 : NC-311 5C Q;)-1 kg 
: 1 1 : ス パー ク ス タ ー 1 キ ロ 粒剤 : NC-329-1 kg 

: 12 i フ ジ グ ラ ス 1 キ ロ 粒剤 75 i DPX -84 5C-1kg 

: 13 : フ ジ グ ラ ス 1 キ ロ 粒剤 51 : DPX -84 5C ①ー1 kg 
: 14 : ク サ メ ツ ツ 1 キ ロ 粒剤 51 : N5K -850 D Q;)-1 kg 

， 15 : バ ト ル 1 キ ロ 粒剤 : TH-913 5N-1 kg 

: 16 t ワ ンオ ール 5 1 キ ロ 粒剤 : 5L-498-1 kg 

粒径 粒長
:(mm (mm) 

1 . 2  2 . 1  

l . 2  2 . 0 :t 0 . 4  

l . 2  2�2 . 5  

l . 2  2�2 . 5  

l . 2  2 . 0  

l . 2  2 . 0  

l . 2  2 . 0 :t 0 . 4  

1 . 2  2 . 0 :t 0 . 4  

1 . 2  l . 1  

l . 2  l . 2  

1 . 2  2 . 0 :t 0 . 4  

1 . 2  2 . 0 :t 0 . 4  

1 . 2  2 . 0  

1 . 2  2 . 1  

l . 2  2 . 0  

l . 2  l . 5  

l . 2  2 . 0  
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1 kg/10 a 散布剤

仮比重 粒数 粒数 登録状況
(g/m) Ug) U100 cm2) 

1 . 17 458 5 I H 5 . 12 . 24 

l . 0 :t 0 . 15 400 :t 100 4 I H  5 . 10 . 22 

1�l . 1  400 :t 100 3�5 H 5 . 10 . 22 

1�1 . l  400 :t 100 3�5 H 5 . 10 . 22 

1 . 00 430 4 I H  5 . 10 . 22 

1 . 00 430 4 I H  5 . 10 . 22 

l . 0 :t 0 . 15 400 :t 100 4 I H  5 . 1 1 .  8 

l . 0 :t 0 . 15 400 :t 100 4 I H 5 . 1 1 . 8 

l . 22 792 8 I H 5 . 1 1 . 8 

l . 2 1 756 8 I H 5 . 1 1 . 8 

l . 0 土 0 . 15 400 :t 100 4 I H 5 . 12 . 24 

l . 0 :t 0 . 15 400 :t 100 4 I H  5 . 12 . 24 

0 . 93 490 5 I H  5 . 12 . 24 

0 . 92 465 5 1 H 5 . 12 . 24 

1 . 03 400 4 IH 6 申請予定

0 . 90 386 4 IH 6 申請予定

0 . 93 450 5 IH 6 申請予定
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い だ け に ， 極端 に 不均一 な散布 は避 げ る と と も に ， 1 0  a 表 ー 2 水田除草 1 キ ロ 粒剤の散布諸元 (1993)
当 た り 1 kg の散布量が厳守 さ れ る こ と ， 過剰に なら ない I パ イ プダス タ ー (30 m の場合)
よ う な散布方法が必要 と なる 。

背負式動力散粒機 を 用 い て 1 人 で散布す る 場合， 通常
の短管噴頭 では， 粒剤の 飛距離 は 約 1 0m であ る 。 し た が
っ て ， 3 0a の水田 に 対 し て は 両側 の畦畔か ら お の お の 1 0
m 幅 に散布 し ， さ ら に 水囲 内 を 1 列 歩行 し て 残 り 1 0m
幅の散布 と なる。 こ れ に 対 し 1 kg 粒剤 は粒が大 き い だ け
でなく ， 仮比重 も l 以 上で飛びや す い 製剤 では あ る も の
の， 両側 の畦畔か ら 15 m 幅 を 散布す る に は通常の短管
噴頭 では難 し い面があ る 。 こ の点 を 解決 し水田内 に 入 る
こ と なく 畦畔か ら だ け の散布 で15 m 幅 に 均一 に 散布 で
き 到達飛距離 を も 可能 と し た 1 kg 粒剤用 の散布噴頭 も
開発 さ れた。 こ の噴頭の使用 に つ い て も 散布試験 に よ っ
て 実証 さ れ， 目 的 と し た 結果が得 ら れて い る 。 し か し な
が ら 5 m/秒 も し く は そ れ以 上の 風速の条件下 では ， 必ず
し も 15 m の飛距離が達成 でき ず， 水田中央部付近 に 2�
3 m 程度の幅 で未散布部分が生 じ る こ と も 観察 さ れて い

3r KUH-883⑥ー1 kg � 1 .5mm CV :30.1 % 

2十
. r  J戸、 一ーーiド竺士て 一一一一、ζ �---- - - -�一一、

2 4 6 8 10 12 14 16 18 21日 22 24 26 28 

3r DPX -84T- 1 kg �1 .2mm CV:3 1 .9% 
2十

散 1 1 A r-一三三ーで�る理�---- - -- - - - - - --�
布 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 

量
ヶ 3r NC-3 1 1T-1kg 世I .2mm CV :24.2 % 

; 2t ι  
l!a :F: -- - - ---て竺士 、〆一一二三一一 一三�‘

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 

3r DPX -84CG- 1 kg 世1 .2mm CV :35.9% 

2 f 
1 hf\ /へJ\ 一一ーーーへ
ô� 子一一 九むr三一---- - - - - -- - - 古� 入

4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 

Nli 離 ( m )

図 - 2 1 kg 粒剤用短管噴頭 に よ る 散布試験結果 ( 1991)
動力散粒機 : 共立. DMA 5503-F 26 S . 

散 300r
DPX-84T -lkg 世 1 . 2mm CV:25.93 % 

杏 200�
且 l r-ーーー-ー『ー』
言 100� 一 一)一一一dl--- (平均 )一一一一一一一一一一一一一一一一一一一←ー

t 5 10 15 20 25 ぬ
‘

ぉ

図 - 3 1 kg 粒剤の 多 ロ ホ ー ス 噴頭 に よ る 散布試験結果
(1992) 

動力散粒機 : 丸山 MD-6010
散布噴頭 : N 30 
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機種 丸山製作所 ・
(MD 6010 改)

ス ロ ッ ト
5/7 ル レバー

開度
(3同 粒剤 と 同 じ)

調量 レ バ ー ア ー ム 位
置 : 微量
リ ン ク ア ー ム 位
置 : 中
シ ャ ッ タ ー レ パ
一関度 : 5/9 
事 吐出部品 を 交

換 し た場合- ー ー - - - - - - ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - - - ・ - -. - 喝圃
吐出量 0 . 9�l . 0  kg/分ー ・ ・ - - - ー ー ー ー ー - - - - - - - - ・ - - -
歩行速度 0 . 5�0 . 6 m/秒

共立 ・ ・
(DMA 5503-F-26 S) 

2/5 
(3 kg 粒剤 と 同 じ )

調量 レ バー : 7�8/1O  
調盤 ア ー ム : “減" 側| " 吐出醐附 |

け て 10/10 の 時 ，
最 大 ス キ マ を 5 . 5
mm に す る

- ・ ・ - - - - - - - - - - - - - - - - - ー - - - -
0 . 8�l . 2  kg/分- - - - - - - - - - - - - - ・ ・p ・ ー ・ ・ ー ー ー ー ー
0 . 4�0 . 7 m/秒

2 . 短管噴頭 (1 キ ロ 粒剤用短管噴頭)

機種 丸山製作所 事
(MD 6010 改)

散布幅 14�15 m 

ス ロ ッ ト
7/7 ル レ バー

開度
(3同 粒剤 と 同 じ)

調量 レバー ア ー ム 位
置 - 微量
リ ン ク ア ー ム f立
置 ; 少量
シ ャ ッ タ ー レ ノ f
一 関度 :7/9
- 吐出部品 を 交

換 し た場合ー ・ ・ ・ ー ・ - - - - - - ー ー - ー ー ー ー ー ー ー ・ - - - - -
吐出量 0 . 5  kg/分- ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ ー ー ー .
歩行速度 0 . 56 m/秒

共立 ・ e
(DMD/DMA 5502 系)

14�15 m 

5/5 
(3 kg 粒剤 と 同 じ )

調最 レバー : 6�7/10 
調量 ア ー ム : “減" 側( 州一け て 10/10 の 時 ，

最大 ス キ ? を 5 . 5
mm に す る

- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー -_.・ ー ー ー ー
0 . 4�0 . 6  kg/分- ・ ・ ー ー ー ・ ー - - - - - ・ ・ ・. - ー ・ ・ ・ ・ ー ー .
0 . 4�0 . 7 m/秒

傘 : 吐出部品 を 交換 し た 場合.
H 吐出制御板 を付 け た 場合.

3 手動/電動散粒機 (共立の場合)

初回工業
(AM-5670) 

5/7 
(3kg 粒刻 と 同 じ)

シ ャ ッ タ ー 開
度 :

少 ， 少 . 6/8 
(3 kg 粒 剤 よ り
1 目 盛 り 絞 る )

- ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ - - - - - - - -
0 . 9� l . 0  kg/分ー ー ー ー ー ー ー - _ . - ・ - - - - - ・ ・
0 . 5�0 . 6 m/秒

初回工業
(AM-5670) 

14�15 m 

7/7 
(3kg 粒剤 と 同 じ)

シ ャ ッ タ 一 関
度 :

少， 少. 6/8 

-- - - - . ー ， ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
0 . 5�0 . 8  kg/分- ・ ー ー ー ー ・ ー - - ・ ー ー ー - - - - -

O . 35�0 . 56 m/秒

機種
共立手動散粒機 (G-700)

共立電動散粒機
(プロ キ ャ ス Jr ジ ュ ニア)

調量弁開度 l . 5/5 (3 kg 粒剤 と 同 じ ) 2/5 (3 kg 粒剤 と 同 じ )

飛散方向 目 盛 B 中，心

回転数 100 回/1 分 電動で一定

吐出量 O. 30�0 . 34 kg/分 0 . 34�0 . 36 kg/分

有効散布幅 約 6 m 約 8m

歩行速度 0 . 8� l . O m/秒 0 . 7�0 . 75 m/秒

散粒機の調量弁開度 は 会社， 機種に よ り 異 な る .
吐出量は 回転数， 湿度 に よ り 異な る 場合があ る .
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る が， こ の場合 に お い て も 特 に 補正散布 さ れ る こ と なく
十分 な除草効果が確認 さ れて い る 。

1 kg 粒剤 の試験 を 実施す る な か で明 ら か と なっ た 問
題点 と し て ， 粒が大 き く なっ た こ と に よ っ て散布機 器か
ら の粒剤 の吐 き 出さ れ る 割合が少 なく なる こ と で あ っ
た 。 動力散粒機 の吐 出制御機構 に よ り 若干 の差 は あ る も
のの， こ こ で 1 kg 粒剤 に 合わ せ た 吐 出制御板 を 付 け た
り ， 吐 出制御部分 を ア タ ッ チ メン トと し て交換す る こ と
に よ っ て こ の問題 に つ い て も 解決 さ れ， こ れ ま で の3 kg 
粒剤 と 同様な散布諸元で散布が可能 と な っ て い る 。

11 1 kg粒剤散布方法調査

2 0�3 0 a 規模 の水 田 を 中 心 と し た 植調協会委託 に よ
る 普及適 用4性試験 に お い て， 水田 1 kg 粒剤 の除草効果 と
散布方法は全国 的 に 323 事 例に て 実証 さ れて い る ( (財)
日 本 植物調節剤研究協会， 1993) 。

こ の結果， 除草効果 に つ い て の問題点 は特に指摘 さ れ
て お ら ず， い ずれ も 十分 な除草効果が示 さ れて い る 。

図-4， 5 は散布 に 関 す る 調査結果で あ る 。 東北 ・ 北陸地
域では動力散粒機 を 利 用し て の方法が主体 と なり ， 関東
地域以西では手回 し散粒 器利 用に よ る 事 例が多 い。 なお
本試験 に つ い て 動力散粒機 は 1 kg 粒剤 用のア タ ッ チ メ
ン トは装着せ ず， 従来 のま ま の機種で調量 レ バー を 1�2
段階下げて， 粒剤 の吐 出状態 を み なが ら 歩行速度 を調節
し て散布 し た 結果であ る が， ほ と ん ど に お い て 散布 に 関
し 「特 に 問題 なし J r慣れれ ば問題 なし j と の回答であ
り ， 1 kg 粒剤 に つ い て 3 kg 粒剤 と 同 様 に 散布可能であ
る こ と が実証 さ れて い る 。 手回 し散粒 器の場合で も 大半
は散布可能で は あ る も のの， r散布 に 難 あ り J が 26% と
なっ て い る 。 散粒 器の場合 は粒剤が均一 に 吐 出す る 最 小
レ バ ー 位置 を 確認 し ， 歩行速 度 で調整す る 方法 と なる
が， 水田 内 を 歩行す る だ け に 調整 し づ ら い面が指摘 さ れ
て い る と 考 え ら れ る 。 い ず れ に せ よ 多少 の慣れは必要 と
なろ う 。

当初心配 さ れて い た 動力散粒機で の散布 に つ い て も ，
従来 の機種 のま ま で の散布が可能で あ る こ と が実証 さ れ
た わ け であ る が， ど う し て も 散布 し づ ら い場合に お い て
は ア タ ッ チ メン トの利用 で対処で き る 。 ま た新機種 に つ
い て は 1 kg 粒剤散布 の対 応 が で き る も のと な っ て い
る 。 なお 1 kg 粒剤 の現地水田 実証 例は 植調協会委託 の適
用性試験， 普及適 用性試験 ばか り でな く ， 全国農業協同

組合連合会 に お い て も 544 事 例で実施 さ れて お り ， 同様
の結果が報 告さ れて い る (井貝 ， 1994) 。

お わ り に

3 0  a 規模 の区画 を 中 心 と す る 水 田 基盤整備事業 に よ
り 約 5 0% の水田 が整備済 と なっ て お り ， 未整備田 に対 し
て 今後 も 整備計画 は継続 し て進め ら れて い る 。

除草剤 の散布方法 と し て ， 動力散粒機や手回 し散粒器
の利 用は散布効率 の良 さ や散布 の手軽 さ か ら ， 粒剤 の使

東北

7L 

図 - 4 現地図場試験 に お け る 1 kg 粒剤散布方法の割合
(1993) 

10 20 30 40 50 60 7o 80 90 100% 

峰 昨 日貨

図 - 5 現地圃場試験に お け る 散布調査結果 (1993)

用 と と も に 長年 に わ た っ て 定着 し て き た も ので あ る 。 と
こ ろ が動力散粒機 を 背負 っ て 水田 内 を 歩行 し て の散布労
働強度 は最大心拍数で 12 0�17 0 回/分 と も なり ， エ ネ ル
ギ ー 代謝率 5�7 の重作業 に 分類 さ れ る 。 一方動力散粒機
で両側 の畦畔か ら だ け の散布で は 高能率で あ り ， 作業者
のエ ネ ル ギ 一 代謝率 は平均 3 . 5， 最大 で 3 . 8 と 連続 し て
の作業 に 耐 え ら れ る 労働強度 で あ る (J 1 1 崎 ら ， 1992) 。

水 田 除草 剤 3 kg 粒剤 を 1 kg 粒 剤 に す る こ と に よ っ
て ， 散布時 の重量軽減 ばか り で なく 労働強度 の小さ な 畦
畔か ら だ け の散布 を も 可能 と す る 方向性 を も 示 さ れて お
り ， 散布労力 の省力化 を一段 と 進 め る こ と がで き る と 考
え ら れ る 。 ま た 大規模化 に 対処 し て 普及 さ れつ つ あ る 無
人ヘ リ コ プ タ ー や乗 用管理機 に 搭載す る 薬剤 と し て も ，
1 kg 粒 剤 は 対 応 で き る 剤 と し て 試験 が 進 め ら れ て い
る 。
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